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四
月
二
十
二
日
（
月
）、
ニ
ュ
ー

サ
ン
ピ
ア
を
会
場
に
、
群
馬
中
小
企

業
家
同
友
会
「
第
四
十
七
回
定
時
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
総
会
議
事
」
で
は
、
冒
頭
、
群

馬
県
産
業
経
済
部
・
吉
田
産
業
政
策

課
長
、
群
馬
県
産
業
支
援
機
構
・
根

岸
理
事
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、中
同
協
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
司
会
の
島
山
副
代
表
理
事

よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
長
の
進
行
に
よ
り
議
案

審
議
。
新
年
度
の
活
動
方
針
や
役

し
た
。同
社
は
自
動
車
・
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
整
備
や
塗
装
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
を
行
う
総
合
自
動
車
サ
ー
ビ
ス

業
。
経
営
指
針
を
中
心
に
据
え
た
企

業
風
土
の
醸
成
や
社
員
が
主
役
の
委

員
会
活
動
、
さ
ら
に
山
形
大
学
と
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
が

も
た
ら
す
自
社
や
地
域
へ
の
影
響
な

ど
、
佐
藤
氏
が
実
践
し
て
き
た
持
続

可
能
な
自
立
型
企
業
づ
く
り
か
ら
学

び
ま
し
た
。（
講
演
要
旨
は
次
号
掲

載
予
定
）

　

講
演
後
の
「
会
員
交
流
の
集
い
」

で
は
、
同
友
会
と
参
加
企
業
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
て
高
ら
か
に
乾

杯
。
支
部
の
枠
を
越
え
て
時
間
の
許

す
限
り
交
流
を
深
め
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

員
、
予
算
な
ど
を
力
強
い
拍
手
で
承

認
。
代
表
理
事
に
は
山
岸
氏
、
澤
浦

氏
、
田
村
氏
の
三
名
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
時
代
の
節
目
に
原
点
回
帰
、
理

念
か
ら
学
び
直
そ
う
！
」を
は
じ
め
、

重
点
方
針
、
部
門
方
針
に
つ
い
て
山

岸
代
表
理
事
が
要
点
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

議
案
審
議
終
了
後
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
前
年
度
の
支
部
入
会
目

標
を
達
成
し
た
太
田
支
部
（
阿
久
戸

支
部
長
）、
沼
田
支
部
（
宮
田
支
部

長
）
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
行
わ

れ
た
「
記
念
講

演
」
で
は
、
山

形
同
友
会
理

事
・
共
同
求
人

委
員
長
を
務
め

る
㈱
サ
ニ
ッ
ク

ス
、
代
表
取
締

役
社
長
・
佐
藤

啓
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
持
続

可
能
な
自
立
型

企
業
づ
く
り
で

一
〇
〇
年
企
業

を
め
ざ
す
」
を

テ
ー
マ
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま

第47回定時総会

時代の節目に原点回帰、
　　理念から学び直そう！
時代の節目に原点回帰、
　　理念から学び直そう！
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四
月
四
日
（
木
）
〜
六
日

（
土
）、
赤
城
林
間
学
園
を
会
場
に

「
二
〇
一
九
新
入
社
員
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
、十
九
社
よ
り
三
十
六
名
、

経
営
者
側
を
含
め
総
勢
六
十
名
超
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
の

テ
ー
マ
は
「
社

会
人
と
し
て
」。

挨
拶
・
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基

礎
は
も
ち
ろ

ん
、体
験
談〝
人

と
の
出
会
い
〟

を
受
け
て
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
良
好
な
人

間
関
係
の
構
築

が
自
己
成
長
の

ベ
ー
ス
に
な
る

こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

ま
た
夕
食
後
に

は
、
自
分
の
人

生
を
振
り
返
っ

て
〝
親
へ
の
手

紙
〟
を
書
き
綴

り
ま
し
た
。

　

第
二
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
仕
事
と

は
」。「
分
業
制
と
指
示
命
令
」
の
講

義
で
組
織
と
は
何
か
を
学
ん
だ
上

で
、
野
外
実
習
「
味
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
カ
レ
ー
づ
く

り
を
仕
事
の
受
注
に
見
立
て
、計
画
・

役
割
・
協
力
な
ど
組
織
の
あ
り
方
、

仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
実
体
験

を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

に
よ
っ
て
カ
レ
ー
の
出
来
映
え
は

様
々
で
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

第
三
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
人
生
設

計
」。
夢
や
目
標
、
生
き
が
い
や
働

き
が
い
を
持
ち
、
そ
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
研
修
生
そ
れ
ぞ
れ
が
三
ヶ

月
後
、
一
年
後
、
三
年
後
の
「
目
標

＆
行
動
計
画
書
」を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に
参
加
経
営
者
か
ら
新

入
社
員
へ
の
期
待
を
込
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
三
日
間
の
研
修

会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
「
参
加

さ
せ
て
く
れ
た
会
社
に
心
か
ら
感

謝
。
社
会
人
に
な
る
に
あ
た
り
絶
対

に
必
要
な
三
日
間
の
経
験
だ
っ
た
」

「
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
が
少
な
い

が
、そ
の
仕
事
に
全
力
で
取
り
組
み
、

上
司
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
」「
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら

れ
る
人
を
め
ざ
す
。
そ
れ
が
自
分
の

生
き
が
い
や
働
き
が
い
に
つ
な
が
る

と
思
う
か
ら
」
な
ど
、
実
り
の
多
い

研
修
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
決

意
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
年
以
上
続
く
新
入
社
員
研
修

会
で
す
が
、
年
々
洗
練
さ
れ
素
晴
ら

し
い
内
容
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地

が
あ
り
ま
せ
ん
。
七
月
開
催
の
フ
ォ

ロ
ー
研
修
会
で
は
一
回
り
成
長
し
た

研
修
生
に
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
０
１
９
新
入
社
員
研
修
会

新
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
！

新
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
！

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562
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同
友
会
活
動
に
よ
る
危
機
か
ら
の
脱
出

中
小
企
業
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

新
会
員
歓
迎
例
会

高
崎
支
部
３
月
例
会

伊
勢
崎
支
部
３
月
例
会

沼
田
支
部
３
月
例
会

　

三
月
十
五
日
（
金
）、
高
崎
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高
崎

支
部
三
月
例
会
」
を
開
催
。
搬
送
用

ベ
ル
ト
の
特
殊
加
工
な
ど
を
手
掛
け

る
マ
ル
シ
ン
産
業
㈱
、代
表
取
締
役
・

提
箸
康
裕
氏
（
副
代
表
理
事
／
富
岡

支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
私
、

訳
あ
っ
て
居
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

〜
同
友
会
活
動
に
よ
る
危
機
か
ら
の

脱
出
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経

営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

提
箸
氏
は
「
今
、
失
敗
の
真
っ
最

中
」
と
の
言
葉
か
ら
、
テ
ー
マ
に
あ

る
〝
居
場
所
が
変
わ
っ
た
理
由
〟
を

赤
裸
々
に
説
明
。
そ
の
後
も
自
身
が

経
験
し
た
数
々
の
失
敗
事
例
を
順
を

追
っ
て
報
告
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
同
友
会
の
中
心
的
な
活
動
の
一

つ
で
あ
る
経
営
指
針
の
重
要
性
を
指

摘
し
た
上
で
、「
夢
や
希
望
を
語
る

だ
け
で
は
社
員
の
動
機
に
な
ら
な

い
。
待
遇
や
労
働
条
件
、
働
く
環

境
が
良
く
な
ら
な

け
れ
ば
意
味
が
な

い
」
と
の
持
論
を

語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は

「
伝
え
る
」を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
。「
社
員
や
取

引
先
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
」「
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と

が
ス
タ
ー
ト
」「
言

葉
以
外
に
も
伝
え

方
は
た
く
さ
ん
あ

る
」
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

月
例
会
」
を
開
催
。
群
馬
県
警
察
本

部
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

係
・
塩
谷
昌
義
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
中
小
企
業
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
〜
あ
な
た
の
会
社
も
狙
わ

れ
て
い
る
…
〜
」
と
題
し
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

塩
谷
氏
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
被
害

の
情
勢
や
県
内
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
を
紹
介
し
た
上
で
、
中

小
企
業
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
重
要
性
を
指
摘
。「
モ
ノ
の
盗

難
よ
り
、
情
報
の
盗
難
（
漏
洩
）
の

方
が
事
業
継
続
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
経
費

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な
投

資
と
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
参
加

者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
㈱
・
木
村
琢
也
氏
が
「
実
務
面
か

ら
の
対
策
」な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
自
社
で

行
っ
て
い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。
す

ぐ
に
実
行
で
き
る
対
策
か
ら
時
間
と

お
金
の
か
か
る
対
策
ま
で
、
各
社
で

実
際
に
行
っ
て
い
る
事
例
を
交
流
し

合
い
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
六
日
（
火
）、
沼
田
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
新
会
員
歓

迎
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
会
員
と
し
て
対
象
者

三
名
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹

介
と
会
社
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
続

い
て
支
部
長
か
ら
「
三
つ
の
目
的
」

の
タ
テ
と
バ
ッ
ジ
が
贈
呈
さ
れ
、
参

加
会
員
の
大
き
な
拍
手
で
歓
迎
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
群
馬
同
友
会
副
代
表

理
事
で
富
岡
支
部
長
の
㈱
サ
ン
テ
ッ

ク
ス
、
社
長
・
田
村
徳
良
氏
が
「
実

録
！
債
務
超
過
か
ら
の
会
社
づ
く
り

〜
社
員
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
願
っ

て
〜
」
と
題
し
て
体
験
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
か
ら
会
社
の
変
遷
、
同

友
会
と
の
関
わ
り
を
語
る
中
で
、
社

員
さ
ん
と
の
確
執
や
売
上
げ
の
推
移

な
ど
、
経
営
者
の
苦
悩
を
赤
裸
々
に

語
る
田
村
氏
。
普
段
は
明
る
い
人
柄

の
陰
に
隠
れ
て
見
え
て
こ
な
い
経
営

者
と
し
て
の
苦
悩
を
垣
間
見
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
経
営

者
の
生
の
声
を
聞
け
る
同
友
会
ら
し

い
報
告
だ
っ
た
」「
い
つ
か
自
分
も

直
面
す
る
だ
ろ
う
壁
を
、
体
験
を
通

し
て
教
え
て
も
ら
え
た
」
な
ど
の
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
六
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
三
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社
員
一
人
一
人
が
輝
く
〝
全
員
け
い
え
い
〟

日
系
三
世
！
ケ
ン
ジ
の
挑
戦

太
田
支
部
３
月
例
会

桐
生
支
部
３
月
例
会

　

三
月
十
四
日
（
木
）、
韮
川
行
政

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
太
田
支
部
三
月

例
会
を
開
催
。
太
田
支
部
長
の
㈱
ア

ミ
イ
ダ
・
代
表
取
締
役
、
阿
久
戸
洋

希
氏
が「
社
員
一
人
一
人
が
輝
く〝
全

員
け
い
え
い
〟
〜
社
員
が
主
体
者
と

な
る
組
織
づ
く
り
〜
」
と
題
し
て
経

営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
「
社
員
、
顧
客
、
会
社
」

同
社
の
掲
げ
る
三
つ
の
満
足
に
つ
い

て
、
順
番
通
り
社
員
満
足
を
一
番
に

　

三
月
二
十
日

（
水
）、
桐
生
市
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
「
桐
生
支
部
三

月
例
会
」
を
開
催
。

人
材
総
合
サ
ー
ビ
ス

業
（
人
材
派
遣
・
業

務
請
負
）
の
㈱K

J 
Internacional

、
代

表
取
締
役
・
丸
野
ケ

ン
ジ
氏
を
招
き
、「
日

系
三
世
！
ケ
ン
ジ
の

挑
戦
〜
群
馬
の
企
業

と
外
国
人
労
働
者
の

橋
渡
し
を
担
う
〜
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

南
米
ペ
ル
ー
に
生

ま
れ
、
十
才
で
来
日
し
た
丸
野
氏
。

そ
の
語
学
力
を
背
景
に
外
国
人
の
人

材
派
遣
に
特
化
し
た
会
社
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
経
営
体
験
、
あ
る
い
は
今

後
の
展
望
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
採
用
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
「
人
手
不
足
の
解
消
」「
海
外

と
の
取
引
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」

「
異
国
文
化
に
よ
る
組
織
の
活
性
化
」

な
ど
を
挙
げ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経

営
環
境
に
対
応
す
る
に
は
、
外
国
人

考
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
そ
の
う

え
で
「
昼
礼
勉
強
会
」
や
「
経
営
指

針
を
つ
く
る
会
へ
の
社
員
参
加
」「
財

務
内
容
の
開
示
」
と
い
っ
た
実
際
の

取
組
事
例
と
、
そ
れ
に
伴
う
業
績
の

推
移
を
丁
寧
に
解
説
し
な
が
ら
報
告

を
進
め
た
阿
久
戸
氏
。

　

最
後
に
「
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

を
生
か
し
、
最
後
は
協
力
し
て
悪
者

を
倒
す
。
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
の
様
な

活
躍
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
」
と

自
身
の
思
い
を
語

り
、
テ
ー
マ
の
ひ
ら

が
な
部
分
に
つ
い
て

は
「
全
員
で
継
続
し

て
栄
え
る
〝
全
員
継

栄
〟」
で
あ
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
具
体
的
な

事
例
も
あ
り
、
明
日

か
ら
実
践
し
た
い
と

思
わ
せ
る
報
告
だ
っ

た
」「
経
営
に
対
す

る
姿
勢
に
感
銘
を
受

け
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

採
用
へ
の
抵
抗
感
を
減
ら
す
の
も
大

切
。
ま
ず
は
派
遣
社
員
か
ら
始
め
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
「
人
材
を
ど
う
確
保
し

て
い
く
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
。「
も
ち
ろ
ん
外
国
人
採
用

も
選
択
肢
の
一
つ
」「
求
職
者
に
選

ば
れ
る
会
社
づ
く
り
」「
定
着
率
の

向
上
も
合
わ
せ
て
考
え
る
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

告
を
依
頼
す
る
と
い
う
循
環
も
生
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築
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失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
せ
よ
！

渋
川
吾
妻
支
部
３
月
例
会

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
・
成
果
発
表

地
域
人
材
育
成
に
つ
い
て
考
え
る

富
岡
支
部
３
月
例
会

前
橋
支
部
３
月
例
会

　

富
岡
支
部
は
「
お
互
い
を
も
っ
と

知
り
合
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
」

と
、
三
月
二
十
日
、
会
員
自
己
紹
介

例
会
・
第
二
弾
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
者
は
、
Ｇ
３
デ
ザ
イ

ン
の
茂
木
代
表
、
高
沼
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
高
沼
取
締
役
、
ロ
ッ
ク

ウ
ェ
ル
の
岩
井
社
長
、
佐
藤
産
業
の

佐
藤
社
長
の
四
名
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や

事
業
の
詳
細
な
ど
「
ち
ょ
っ
と
長
め

の
自
己
紹
介
」
を
お
願
い
し
、
そ
の

後
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

報
告
者
を
囲
ん
で
の
意
見
交
換
。

　

新
支
部
な
ら
で
は
の
企
画
で
す

が
、
普
段
の
例
会
で
顔
を
合
わ
せ
て

い
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
部
分
を

お
互
い
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
く
わ

え
て
皆
さ
ん
が
興
味
を
持
っ
た
報
告

に
は
、
あ
ら
た
め
て
単
独
で
例
会
報

告
を
依
頼
す
る
と
い
う
循
環
も
生
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

三
月
二
十
七
日
（
水
）、
前
橋
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
前
橋
支
部
三

月
例
会
を
開
催
。
九
月
に
続
く
共
同

求
人
委
員
会
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
第
二

弾
と
し
て
、
大
間
々
高
等
学
校
の
飯

塚
秀
彦
先
生
を
お
招
き
し
「
教
育
機

関
と
の
連
携
を
通
し
て
地
域
人
材
育

成
に
つ
い
て
考
え
る
〜
現
役
教
師
が

語
る
就
職
教
育
現
場
の
本
音
」
と
題

し
て
、
高
校
の
就
職
活
動
の
現
実
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
卒
就
職
の
問
題
点
と
し
て
「
情

報
不
足
、〝
は
た
ら
く
〟観
の
未
成
熟
」

を
挙
げ
、
実
際
に
企
業
に
触
れ
る
機

会
の
少
な
さ
に
言
及
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
進
行
中
の
高
校
教

育
改
革
の
中
身
に
も
触
れ
な
が
ら
大

間
々
高
校
と
共
同
求
人
委
員
会
で
進

め
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
例
な
ど

も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
「
学
校
だ
け
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
進
路
指
導
は
出
来

な
い
し
、
し
て
は
い

け
な
い
。
社
会
と
の

連
携
や
協
働
に
よ
り

生
徒
の
成
長
を
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
学
校
側
も

企
業
側
も
お
互
い
を

も
っ
と
知
ろ
う
と
し

な
け
れ
ば
い
け
な

い
」「
教
育
の
本
質

は
社
会
と
の
繋
が
り

の
中
か
ら
学
ば
せ
る

事
」
と
い
っ
た
感
想

が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

渋
川
吾
妻
支
部
は
三
月
十
八
日
、

渋
川
市
倫
理
法
人
会
と
の
合
同
企
画

と
し
て
「
先
達
に
聞
く
シ
リ
ー
ズ
・

第
七
弾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
群
馬
綜
合
ガ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
㈱
の
創
業
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
、
代
表
取
締
役
会
長
の
川
崎
弘
氏

を
ゲ
ス
ト
報
告
者
に
迎
え
、「
失
敗

を
恐
れ
ず
挑
戦
せ
よ
！
〜
こ
れ
か
ら

の
経
営
者
へ
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

題
し
て
貴
重
な
体
験
談
を
伺
い
ま
し

た
。

　

学
生
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で

の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
培
わ
れ
た

強
い
信
念
、
責
任
感
、
そ
し
て
情
熱

は
、
誰
も
が
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

「
辛
い
と
き
こ
そ
、
そ
の
問
題
を
解

決
す
る
ん
だ
と
い
う
使
命
感
と
責
任

感
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

事
」「
仕
事
に
惚
れ
ろ
。
生
涯
を
か

け
る
情
熱
が
必
要
」
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
学
び
と
示
唆
に
富
ん
だ
報
告
で

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
口
調
は
物
静
か

な
の
に
実
践
者
の
お
話
は
迫
力
に
満

ち
て
い
て
、
力
に
な
る
」「
情
熱
を

か
け
て
全
力
で
生
き
抜
く
。
会
長
か

ら
伺
う
と
、
ズ
シ
リ
と
重
く
感
じ
ま

す
。
や
り
抜
く
こ
と
が
大
事
だ
と
強

く
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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会員企業紹介
わが社の

YAMエデュケーターズ
代表  山谷 良一 氏（伊勢崎支部所属）

新しい形の学習塾新しい形の学習塾新しい形の学習塾

▼
会
社
紹
介

　

当
社
は
一
九
八
五
年
四
月
に
新
し

い
形
の
学
習
塾
と
し
て
、
中
等
部
の

み
の
「
山
谷
学
習
塾
」
を
自
宅
で
開

校
し
ま
し
た
。
翌
年
四
月
に
は
高
等

部
を
開
設
、
そ
し
て
十
一
月
に
大
手

町
へ
部
屋
を
借
り
、「
Ｙ
Ａ
Ｍ
ア
カ

デ
ミ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
第
二
の
家
庭
と
言
わ
れ

る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
五
拠
点

に
く
わ
え
、
第
二
の
学
校
と
言
わ
れ

る
「
放
課
後
ス
ク
ー
ル
」
も
運
営
す

る
な
ど
、
子
育
て
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
通
信
制
高
校
で
あ
る
Ｋ

Ｇ
高
等
学
院
の
伊
勢
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
自
己
紹
介

　

早
稲
田
大
学
を
卒
業
と
同
時
に
群

馬
大
学
教
育
学
部
専
攻
科
（
現
在
の

大
学
院
）
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
学
費
を
稼
ご
う
と
近
所
の
子
供

達
を
集
め
て
勉
強
を
教
え
は
じ
め
た

の
が
塾
を
始
め
る
そ
も
そ
も
の
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
就
職
す
る
つ
も
り
で
内

定
も
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時

の
子
供
達
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
勉
強

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
懇
願
さ
れ
、

塾
の
開
校
を
決
断
し
ま
し
た
。
と
は

い
う
も
の
の
、「
こ
れ
で
本
当
に
生

活
し
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
…
」と
、

Q 

&

      

A

が
、
土
曜
日
は
授
業
を
入
れ
ず
、
出

来
る
子
が
出
来
な
い
子
を
教
え
る

「
教
え
っ
子
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
ま
さ

に
同
友
会
で
言
う
「
共
に
育
つ
」
で

す
ね
。
出
来
る
子
は
復
習
に
も
な
る

の
で
一
挙
両
得
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
今
後
は
、
合
宿
型
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
た
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
被
災
地
で
の
開

催
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
更
に
も
う
ひ
と
つ
、

配
達
授
業
を
制
度
化
し
た

い
と
思
っ
て
い
て
、
学
校

や
企
業
な
ど
、
い
ろ
ん
な

場
所
へ
出
向
い
て
行
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
終
的
に
は
子

供
達
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、「
す
べ
て
の
年
代
の

方
々
と
関
わ
れ
る
場
所
づ

く
り
」
と
い
う
の
が
私
の

夢
で
す
。

不
安
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
い
ろ
ん
な
ご
縁
で
き
ょ
う
ま
で

継
続
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
度
々
東

北
を
訪
れ
て
お
り
、
現
在
も
岩
手
県

大
船
渡
市
を
中
心
に
、
毎
月
二
〜
三

度
は
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

▼
新
し
い
形
の
学
習
塾
と
は
？

　

当
社
の
名
刺
に
は
「
教
え
る
と
は

希
望
を
語
る
こ
と
、
学
ぶ
と
は
誠
実

を
胸
に
刻
む
こ
と
」
と
い
う
ル
イ
・

ア
ラ
ゴ
ン
の
詩
が
す
べ
て
に
入
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
が
根
本
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
新
し
い
形
と
い
う
の
は
、

例
え
ば
数
学
の
成
績
を
上
げ
る
た
め

に
は
数
学
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
教
育

し
ま
す
。
他
の
教
科
も
同
じ
で
す
。

な
か
な
か
説
明
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
一
般
的
な
教
師
と
生
徒
と

い
う
縦
の
関
係
で
は
な
い
対
等
な
雰

囲
気
を
つ
く
り
、
不
得
意
じ
ゃ
な
く

て
や
ら
な
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
こ
と

を
気
づ
か
せ
、
本
人
が
主
体
的
に
学

び
た
く
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
そ
の
一
つ
が
塾
で
は

珍
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。
み
ん
な

で
材
料
を
持
ち
寄
っ
て
料
理
を
作
っ

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の

手
順
な
ど
を
合
理
的
に
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
仕
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て

授
業
の
際
に
料
理
の
例
え
話
を
し
た

り
し
て
解
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
「
歩
け
歩
け
赤
城
山
」
と
い

う
行
事
も
や
っ
て
い
て
、
実
際
に
赤

城
の
大
沼
ま
で
歩
い
て
い
く
の
で
す

が
、
こ
れ
は
ど
ん
な
に
遠
く
見
え
る

山
で
も
、
一
歩
進
め
ば
着
実
に
一
歩

近
づ
く
こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
う
意

図
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
人
に
よ
っ

て
ペ
ー
ス
は
違
っ
て
も
、
少
し
ず
つ

で
も
前
に
進
め
ば
誰
だ
っ
て
ゴ
ー
ル

に
辿
り
着
け
る
。
こ
れ
は
勉
強
も
全

く
同
じ
で
、
他
人
と
比
べ
る
必
要
は

な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

講
義
し
か
し
て
い
な
い
一
般
的
な

塾
に
比
べ
る
と
変
わ
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
も
の
の
見
方
を
教
え

て
あ
げ
る
と
子
供
達
は
知
ら
な
い
う

ち
に
勉
強
好
き
に
な
り
、
成
績
も
上

が
る
ん
で
す
。
親
御
さ
ん
が
そ
こ
を

理
解
し
て
く
れ
る
と
、
長
い
お
付
き

合
い
に
な
り
ま
す
ね
。
な
の
で
、
嬉

し
い
こ
と
に
塾
を
卒
業
し
て
か
ら
も

顔
を
出
し
て
く
れ
る
子
供
達
が
す
ご

く
多
い
ん
で
す
。

▼
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　

い
ま
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

所 在 地 ／ 伊 勢 崎 市 中 央 町 2 4 - 1 6
連 絡 先 ／ T E L 0 2 7 0 - 2 4 - 7 4 0 4
その他／facebook・Twitterやっています
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同友会のホームページで
会員検索できます。 学生の海外・地域活動発表、研究活動報告〜」を同校で開

き、新入生や教員、地元企業関係者など、約230人が参加し
た。同大学は15年度、「地（知）の拠点大学による地方創生
推進事業（COC+）」の採択を受け、地域に必要とされるグ
ローカル（Global＋Local）人材の育成に取り組んでおり、同
フォーラムはさまざまなプログラムに参加した学生の活動発
表や教員の専門テーマによる研究活動報告などの場として
実施した。� ［４／４付ぐん経］

【赤城を生ハムの名産地に】� ㈱エーアンドブイ企画
　前橋市三夜沢町で「林牧場福豚の里とんとん広場」を運
営する㈱エーアンドブイ企画（代表取締役会長・林きみ代氏
／前橋支部所属）は、施設内に赤城山麓で作ったプレミアム
生ハムを販売する「ヒュッテ　ハヤシ」を開店した。この拠点
を活用して今後、地元養豚農家に生ハム作りを教えて生産者
団体を立ち上げ、「赤城山の生ハム」をブランド化したい考
え。林社長は「赤城山をイタリアのパルマのような一大産地
にし、活性化させたい」と意気込む。� ［４／11付上毛］

【目標に向け勉学に励む】� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／前橋
支部所属）の専門学校７校の合同入学式が10日、前橋市の
ベイシア文化ホールで開かれ、830人が職業人を目指して歩
み出した。７校は中央情報経理、中央医療歯科、同高崎校、
群馬法科ビジネス、中央農業大学校、中央情報大学校、高崎
ビューティモード。中島理事長は「立派な社会人、職業人を目
指し、グローバル化に対応できるオンリーワンの自分を形成
してほしい」と激励。新入生代表で中央情報大学校の周藤
颯人さんが「目標に向けて努力を惜しまず、勉学に励む」と
誓いの言葉を述べた。� ［４／11付上毛］

【高崎市小八木町に新事務所】
� ㈱米田横堀建築設計事務所
　㈱米田横堀建築設計事務所（代表取締役所長・横堀将之
氏／前橋支部所属）は、前橋市本町から事務所を移転した。
“自然に寄り添う建築づくり”を追求するため、榛名山を望め
る河畔に新築したもので、12日と13日にオープンハウスを実
施した。移転先はJR井野駅から近く、井野川と正観寺川の
合流点に位置いる場所。敷地面積は約200平方メートルで、
木造一部２階建て、延べ床面積約70平方メートル。事務所内
はガラスを多用した打ち合わせスペースとキッチン、窓越しに
川を見下ろすことができる事務スペースなどで構成。壁面に
は本棚を設けた。� ［４／18付ぐん経］

【クラウド型経営支援システム】� ㈱シスプラ
　会計事務所向け財務会計ソフトメーカー、㈱シスプラ（代
表取締役・椛沢均氏／高崎支部所属）はこのほど、クラウド
型経営支援システム「YOJiTSU（ヨジツ）」をリリースした。
市販されている財務会計ソフトからデータを取り込み、月次
試算表や決算書では見えなかった経営数値を「見える化」
するもので、会計事務所の経営支援サービスをサポートす
る。椛沢社長は「近年、会計事務所も人手不足に悩まされて
いる。ヨジツを利用することで、顧問先企業の健全経営に役
立ち、付加価値が高まり、生産性が向上し、待遇改善にも寄
与、魅力ある職場となる」と話している。�［４／18付ぐん経］

【会員登録変更】
　㈱大五建設（高崎支部所属）では、この度、「専務取締
役・高橋寿明氏」に会員登録を変更しました。

【事務所移転】
　㈲プロジェクト、代表取締役・近藤雄一郎氏（渋川吾妻支
部所属）では、この度、下記のとおり事務所を移転し、合わせ
て電話番号・FAX番号を変更しました。
〒371-0852　前橋市総社町総社1083-3
TEL：027-289-2533
FAX：027-289-2523

【サンダーズ印　ジムや鍼灸院】
� ㈱群馬プロバスケットボールコミッション
　整骨院などを展開するGENKIDOとバスケットボール男
子Ｂリーグ２部（B2）の群馬クレインサンダーズ（㈱群馬プロ
バスケットボールコミッション、取締役・上田秀幸氏／前橋支
部所属）は、同市内に治療やトレーニングに対応した３つの
施設を開設した。上泉町に開業し「群馬クレインサンダーズ
コンディショニングジム」は子どもから大人まで幅広い世代
を対象とする。スポーツ選手と同じ水準の治療で、けがをし
にくい体づくりに取り組める「群馬クレインサンダーズ鍼灸整
骨院」も近くに開いた。このほか、喜多町に女性のボディー
シェイプを目的とした「GUNMA CRANETHUNDERS 
BEAUTY AND CONDITIONING」を開設した。
� ［３／22付上毛］

【創業70年の節目祝う】� 石川建設㈱
　総合建設業の石川建設㈱（部長・石川貢氏／太田支部所
属）は、同社で創立70周年を記念した祝賀会を開いた。社員
ら220人が節目の年を祝い、さらなる躍進を誓った。石川社
長は祝賀会の冒頭で「お客さまと協力会社の皆さま、社員や
OBに支えられ、70年の歴史を積み重ねられた」とあいさつ。
「80周年に向けて頑張りましょう」と社員に呼び掛けた。本
マグロの解体ショーが会場を盛り上げたほか、周年を記念し
て作った名刺入れや帽子といったグッズが社員に配られた。
� ［３／28付上毛］

【新元号を商機に】� 蔵前産業㈱
　紙容器を受注生産する蔵前産業㈱（取締役会長・橋本勝
氏／前橋支部所属、代表取締役・松下信一氏／前橋支部所
属）は、繭玉の形をした紙容器のふたに令和を入れた商品
をインターネットで発表した。繭の形をしたパッケージ技術
を周知しようと、新元号の発表に合わせ準備してきた。同社
Explo（エクスプロ）事業部の大原部長が新元号発表から約
20分後に試作品のふたを作り、同社のフェイスブックで公開
した。同日にはぐんまちゃんパッケージも発売しており、大原
部長は「パッケージそのものが商品だという提案をするため
に、注目される新元号の発表を待っていた」と話す。
� ［４／２付上毛］

【笠懸に新施設】� ㈱メモリアル
　葬祭業の㈱メモリアル（代表取締役・松村道子氏／桐生
支部所属）が、みどり市笠懸町阿左美で建設を進めていた
葬儀施設「ガーデンハウスかさかけ」が完成した。利用者か
らの要望が多かった市南部エリア初の拠点として、商圏拡大
の足掛かりにする。施設は県道太田大間々線に面し、鉄骨造
り平屋建て、延べ床面積479平方メートル。落ち着いたクリー
ム色を基調とした内装は、木のぬくもりを感じられるよう自然
素材をふんだんに使った。70席の式場と48席の待合室を配
置し、控室やトイレも含めてバリアフリーにした。駐車場は
約100台を用意する。� ［４／３付上毛］

【産学がプロジェクト】� ㈱小淵警備保障
　警備業の㈱小淵警備保障（常務・小淵豊太郎氏／伊勢崎
支部所属）と靴のインソール（中敷き）を手掛けるBMZ、高
崎健康福祉大健康福祉学部の三者がタッグを組み、「立ち
仕事疲労軽減プロジェクト」を立ち上げた。働く人を足元か
ら支え、立ち仕事の多い警備業の労働環境向上を狙う。科
学的根拠を得るための実証実験を始めた。実証実験は、小
淵警備保障の従業員約30人を被験者とし、３月26、27両日と
４月６、７両日に実施。交通誘導の業務前と業務後の筋肉の
硬さを比較し、こりから来る疲労の具合を数値化する。
� ［４／３付上毛］

【グローカル人材フォーラム】� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所
属）は３月27日、「グローカル人材フォーラム〜大学の取組、
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4 月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒370-0073　高崎市緑町1-2-2 YKビル2F

　当社は財務・人事領域に特化したコンサルティング
で経営課題に寄り添い、解決まで伴走することを使
命にしています。皆さまとの意見交換・学びを通して、
【哲学】し続けます。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

ＴＥＬ：027−384−2130
ＦＡＸ：027−364−2077

事業運営における経営支援、財務戦略策定、事業再生、HR戦略支援（キャリアコンサルティング）等

【紹介者／水野龍太】
洗濯・アイロン・絵画鑑賞（印象派中心）

高
崎
支
部

㈱フィロソフィ

執行役員
猪　瀬　慶　久

S59年生

〒378-0301　沼田市利根町平川1164-1　パロットハイムA202

　群馬県沼田市利根町を中心にレタス、キャベツを
生産しています。新規就農して現在６年目で、農業の
事も経営の事もまだまだ未熟で、学ばなければなら
ないと思っておりますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。

ＴＥＬ：080−6557−6156
ＦＡＸ：027−202−0962

農産物（レタス・キャベツ）生産

【紹介者／宮田徳彦】

沼
田
支
部
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代　表
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．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

共
同
求
人
委
員
会
か
ら
高
校
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
協
力
依
頼
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年
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．
そ
の
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六
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催
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れ
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第

二
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営
者
全
国
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流
会
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あ
り
ま
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た
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収
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収
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れ
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た
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り
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果
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し
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た
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細
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担
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議
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定
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し
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「
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友
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動
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」
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ぼ
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１
．
次
回
の
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第
一
回
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通
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す
る
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ま
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た
。
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「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
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と
。
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来
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地
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、

そ
し
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い
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と
。

これからもお客様の信頼を糧に アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒375-0056　群馬県藤岡市三ツ木336-6
TEL：0274-24-3228　　FAX：0274-24-4841
URL：http://www.alumite.jp/　E-mail：joumou@vesta.ocn.ne.jp
関連会社（表面処理）ヘイワテクノ株式会社　株式会社高橋塗装工業所

アルマイト・メッキ（亜鉛、ニッケルetc）・真空蒸着
含浸処理・塗装（UV、粉体、溶剤、カチオン）

ISO9001：2015認証取得　エコ・アクション21認証取得

上毛電化 株式会社


